
三 豊 教 育 2017年８月５日号

十河所長補佐 交渉する三豊支部代表 仲多度合同庁舎８.１

８
月
１
日
、
香
教
組
三
豊
支
部
（
高
嶋
正
三
支
部
長
）
は
、
香
教
委
西

部
教
育
事
務
所
（
十
河
所
長
補
佐
）
に
、
夏
季
休
業
中
の
勤
務
条
件
改
善

と
多
忙
化
解
消
等
の
た
め
の
要
求
行
動
を
し
ま
し
た
。

多
忙
化
を
解
消
し
、
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を

す
す
め
て
い
こ
う
！

修学旅行・宿泊学習の１日当たりの超過勤務

は、８時間以上である。

適正に回復措置（割り振り）を講じること！ 組合

置
（
割
り
振
り
）
が
十
分
に
で
き

な
い
状
況
も
あ
る
。
更
に
多
忙
化

解
消
（
行
事
精
選
）
に
関
し
て
取

り
組
ん
で
欲
し
い
。

民
間
教
育
研
究
団
体
主
催
の
、

各
種
教
育
研
究
集
会
の
参
加
は
、

研
修
ま
た
は
出
張
扱
い
に
す
る
こ

と
。「

講
師
」
に
は
、
特
に
自
主
研

修
の
時
間
が
十
分
保
障
さ
れ
る
よ

う
、
指
導
す
る
こ
と
。

組
合

講
師
の
採
用
試
験
に
向

け
て
の
学
習
に
関
し
て
、
声
掛
け

し
た
り
模
擬
授
業
の
指
導
を
し
て

く
れ
る
校
長
も
い
る
。
有
り
難
い
。

た
だ
、
校
長
に
よ
っ
て
個
人
差
が

あ
る
の
で
校
長
会
等
で
も
配
慮
し

て
く
れ
る
よ
う
指
導
・
お
願
い
し

て
欲
し
い
。

管
理
職
が
リ
ー
ド
し
学
校
全
体
で

取
り
組
め
る
よ
う
校
長
会
で
も
指

導
し
て
欲
し
い
。

組
合

三
観
地
区
に
お
い
て
、

修
学
旅
行
の
割
り
振
り
を
し
な
い

学
校
が
あ
る
と
は
聞
い
て
い
な
い
。

修
学
旅
行
や
宿
泊
学
習
に
お
い
て
、

一
日
分
あ
た
り
の
割
り
振
り
を
、

小
学
校
で
は
３
時
間
程
度
、
中
学

校
で
は
４
時
間
程
度
出
す
学
校
が

多
い
。
し
か
し
、
実
際
に
は
一
日

あ
た
り
の
超
過
勤
務
は
８
時
間
以

上
し
て
い
る
学
校
が
多
い
。
適
正

に
回
復
措
置
を
講
じ
る
べ
き
で
あ

る
。組

合

回
復
措
置
（
割
り
振
り
）

に
関
し
て
、
未
だ
に
口
頭
で
し
て

い
る
学
校
は
な
い
と
思
う
が
、
表

・
レ
ポ
ー
ト
を
課
す
研
修
も
減
っ

て
き
て
い
る
。
こ
の
点
は
評
価
し

て
い
る
。
更
に
行
事
を
精
選
す
る

こ
と
。
た
だ
、
今
年
は
行
事
を
も

た
な
い
日
に
県
中
学
生
夏
季
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
大
会
（
８
月
９
日
、
予

備
日
８
月

日
）
、
人
権
の
会
、
校

15

内
リ
ー
ダ
ー
研
修
な
ど
が
入
っ
て

い
る
よ
う
だ
。
行
事
を
も
た
な
い

日
の
意
義
（
多
忙
化
解
消
・
休
養

な
ど
）
が
徹
底
で
き
る
よ
う
関
係

機
関
を
指
導
す
る
こ
と
。

組
合

ま
た
、
夏
休
み
の
教
員

の
勤
務
も
多
忙
化
を
極
め
て
お
り
、

一
学
期
分
の
超
過
勤
務
の
回
復
措

《
夏
休
み
の
勤
務
に
つ
い
て
》

教
育
公
務
員
に
は
教
育
公
務
員
特

例
法

・

条
に
基
づ
き
、
自
宅
研

21

22

修
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
積
極
的
に

活
用
す
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
！

夏
季
休
業
中
の
行
事
を
大
幅
に
精

選
す
る
こ
と
。
８
月
７
日
～

日
は

16

教
育
事
務
所
と
し
て
行
事
を
も
た
な

い
期
間
に
な
っ
て
い
る
が
、
各
校
も

行
事
を
も
た
な
い
よ
う
指
導
す
る
こ

と
。組

合

夏
休
み
ぐ
ら
い
は
、
自
分

が
や
り
た
い
研
修
が
で
き
る
よ
う
保

《
勤
務
時
間
に
つ
い
て
》

各
学
校
に
、
勤
務
時
間
を
明
示

さ
せ
、
勤
務
時
間
を
守
ら
せ
る
こ

と
。超

過
勤
務
に
つ
い
て
は
，
必
ず

「
わ
り
ふ
り
」
を
行
う
よ
う
に
さ

せ
る
こ
と
。

組
合

多
く
の
学
校
で
退
庁
時

間
が
遅
く
な
っ
て
お
り
、
勤
務
時

間
が
守
ら
れ
て
い
な
い
。
校
長
会

等
で
も
、
更
に
指
導
し
て
欲
し
い
。

中
学
校
で
は
、
部
活
動
指
導
後
に

職
員
室
へ
戻
り
仕
事
を
再
開
し
て

い
る
の
で
帰
り
が
遅
く
な
っ
て
い

る
。
健
康
の
面
か
ら
も
心
配
で
あ

る
。
適
正
な
時
間
に
帰
れ
る
よ
う

に
し
て
長
期
休
業
中
の
勤
務
予
定

表
と
同
時
に
明
示
す
る
こ
と
は
当

然
で
あ
る
。
ま
た
、
回
復
措
置
（
割

り
振
り
）
の
内
容
が
不
十
分
な
学

校
が
あ
る
。
公
務
員
の
公
平
さ
か

ら
言
っ
て
問
題
が
あ
る
。
校
長
会

で
も
確
認
・
指
導
し
て
欲
し
い
。

組
合

中
学
校
で
部
活
動
の
終

了
時
間
が
遅
い
学
校
が
あ
る
。
何

と
か
な
ら
な
い
か
。

組
合

あ
る
中
学
校
で
は
、
六

・
七
月
の
部
活
動
終
了
時
間
（
下

校
時
間
）
が

時
で
あ
っ
た
が
、

19

校
長
は
、
「
六
・
七
月
の
部
活
動
終

了
時
間
が

時
と
い
う
の
は
遅
す

19

障
し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
名
前
を

「
職
専
免
研
修
」
等
と
変
更
し
て

も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

組
合

夏
季
休
業
中
の
勤
務
予

定
表
の
勤
務
記
入
欄
の
記
入
の
選

択
肢
の
中
に
「
研
修
」
が
な
い
学

校
が
あ
っ
た
。
校
長
会
等
で
も
確

認
し
て
欲
し
い
。

組
合

以
前
に
比
べ
行
事
が
精

選
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
ま
た
、
宿
題

☆
☆

適
正
な
勤
務
の
わ
り
ふ
り
と
は

☆
☆

ア

終
始
時
刻
と
そ
の
間
の
休
憩
の
配
置
を
わ
り
ふ
る
こ
と
。

イ

全
員
に(

少
な
く
と
も
当
該
職
員)

に
わ
り
ふ
り
を
明
示
す
る
こ

と
。
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ぎ
る
。

時
か
ら
下
校
す
れ
ば
、

19

自
宅
の
遠
い
子
ど
も
は
家
に
着
く

の
が
大
方

時
近
く
に
な
る
。
改

20

善
が
必
要
だ
。
」
と
し
て
、
校
長
の

提
案
で
、
六
・
七
月
の
部
活
動
終

了
時
間
を

分
繰
り
上
げ

時

30

18

30

分
と
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

生
徒
の
交
通
安
全
が
保
た
れ
、
学

習
へ
の
集
中
力
も
上
が
っ
た
。
ま

た
、
少
し
で
は
あ
る
が
、
先
生
方

の
退
庁
時
間
も
早
く
な
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
三
観
で
も
、
せ
め
て
18

時

分
ま
で
に
下
校
す
る
よ
う
校

30
長
会
で
申
し
合
わ
せ
て
は
ど
う
か
。

組
合

あ
る
中
学
校
で
は
、
職

員
が
時
間
割
変
更
の
ミ
ス
を
確
認

し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
教
頭
の

配
慮
の
な
い
一
言
に
心
が
傷
つ
い

た
と
い
う
事
例
が
あ
る
。
管
理
職

は
教
職
員
の
健
康
を
管
理
し
、
配

慮
の
あ
る
言
葉
で
助
言
す
る
べ
き

で
あ
る
。
校
長
会
・
教
頭
会
で
も

指
導
徹
底
し
て
欲
し
い
。

組
合

あ
る
中
学
校
で
は
、
４

月
に
異
動
し
て
き
た
新
し
い
教
員

に
、
た
く
さ
ん
の
校
内
分
掌
を
持

た
せ
て
お
り
、
配
慮
が
な
さ
過
ぎ

る
。
ま
た
、
「
毎
朝
７
時

分
ま
で

35

に
は
来
て
・
・
・
。
」
と
言
わ
れ
た

よ
う
だ
が
（
７
時

分
の
学
校
も

20

あ
る
よ
う
だ
が
）
、
子
ど
も
の
世
話

や
送
り
迎
え
な
ど
が
あ
り
難
し
い
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
理
由
も
言

い
に
く
い
ム
ー
ド
が
あ
る
。
校
内

人
事
に
関
し
て
、
教
職
員
一
人
一

人
の
事
情
（
子
育
て
、
介
護
、
健

康
面
、
な
ど
）
を
き
ち
ん
と
聞
き

配
慮
し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
校
内

に
お
い
て
は
、
管
理
職
は
教
職
員

一
人
一
人
の
勤
務
状
態
を
き
ち
ん

と
把
握
し
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
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働
け
る
よ
う
十
分
な
配
慮
が
必
要

で
あ
る
。

組
合

あ
る
学
校
で
は
、
勤
務

時
間
終
了
後
で
、
特
に
急
ぐ
仕
事

が
な
い
場
合
で
も
、
帰
り
に
く
い

ム
ー
ド
が
あ
る
。
何
と
か
な
ら
な

い
か
。

組
合

あ
る
学
校
で
は
、
勤
務

時
間
終
了
後
の
６
時
か
ら
、
何
の

た
め
ら
い
も
配
慮
も
な
く
、
普
通

に
会
議
が
始
ま
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
用
事
の
あ
る
先
生
も
、

そ
れ
を
断
れ
な
い
（
言
い
出
せ
な

い
）
ム
ー
ド
が
あ
り
、
困
っ
て
い

る
。
何
と
か
な
ら
な
い
か
。

組
合

あ
る
学
校
で
は
、
職
員

が
三
観
中
研
等
の
会
が
終
わ
っ
た

の
で
、
学
校
に
電
話
を
か
け
教
頭

に
「
今
、
終
わ
り
ま
し
た
・
・
・
。
」

な
ど
と
復
命
し
た
と
こ
ろ
、
教
頭

は
「
分
か
っ
た
・
・
・
。
」
と
は
言

っ
た
が
、
「
お
疲
れ
様
。
」
な
ど
の

一
言
が
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。
教

頭
な
ら
「
お
疲
れ
様
。
」
の
一
言
ぐ

ら
い
配
慮
す
る
べ
き
で
あ
る
。

組
合

三
観
の
小
中
学
校
に
お

い
て
、
勤
務
の
開
始
時
間
は
８
時

で
あ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
教
職

員
は
、
児
童
・
生
徒
が
来
て
い
る

か
ら
と
、
早
い
時
間
か
ら
勤
務
に

当
た
っ
て
い
る
。
管
理
職
も
、
そ

の
事
情
は
分
か
っ
て
い
て
、
朝
の

超
過
勤
務
に
つ
い
て
も
回
復
措
置

を
講
じ
割
り
振
り
を
出
し
て
く
れ

て
い
る
。
た
だ
、
多
く
の
学
校
が

こ
の
現
状
な
の
で
あ
れ
ば
、
根
本

的
に
日
課
表
を
書
き
換
え
て
は
ど

う
か
。

組
合

県
教
委
が
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
）
等
で
掲
げ

て
い
る
「
教
員
業
務
改
善
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
見
た
。
そ
の
中

に
は
、
「
や
り
が
い
感
の
あ
る
校
内

研
修
の
推
進
」
、
「
一
人
一
人
の
教

職
員
の
力
量
を
高
め
る
こ
と
は
、

業
務
改
善
の
根
幹
で
あ
る
」
な
ど

の
文
言
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、

取
り
方
・
解
釈
の
仕
方
に
よ
れ
ば
、

「
も
っ
と
働
け
・
・
・
。
」
と
言
っ

て
い
る
よ
う
に
も
取
れ
る
内
容
（
表

現
）
で
あ
る
。
個
人
の
努
力
の
み

に
頼
る
の
で
は
な
く
、
全
体
の
仕

事
量
を
削
減
し
、
教
職
員
の
多
忙

化
解
消
に
つ
な
げ
て
欲
し
い
。

小
学
校
の
記
録
会
の
練
習
、
及

び
自
治
体
か
ら
の
持
ち
込
み
行
事

・
作
品
募
集
に
つ
い
て
、
実
態
を

把
握
し
，
多
忙
化
解
消
の
た
め
の

方
策
を
示
す
こ
と
。

組
合

教
材
開
発
研
修
や
教
科

研
修
な
ど
は
担
当
者
や
理
事
の
負

担
が
大
き
い
。
ま
た
、
年
度
末
に

研
究
ま
と
め
の
冊
子
を
作
成
す
る

が
誰
も
読
ま
な
い
と
不
評
で
あ
る
。

や
め
た
ら
ど
う
か
。

※

※

※

※

※

※

こ
れ
ら
の
組
合
の
要
求
に
対
し

て
香
教
委
西
部
教
育
事
務
所
（
十

河
所
長
補
佐
）
は
次
の
様
に
回
答

し
ま
し
た
。

所
長
補
佐

先
生
方
の
現
場
の

実
態
に
基
づ
い
て
の
要
望
だ
っ
た
。

要
望
は
、
所
長
や
関
係
各
位
に
伝

え
た
い
。
ま
た
、
校
長
会
等
で
も

伝
え
た
い
。

多くの学校で退庁時間が遅くなっている。勤務時間が守

られていない。校長会等でも指導すること。

行事をもたない日の意義を徹底し、行事を入れないよう

指導すること。

管理職は教職員の勤務状態を把握し、やりがいを持って

働けるよう配慮すること。

管理職は勤務時間後からの会議が当たり前とならぬよう

な職場のムードづくりをリードすること！

管理職は教職員の健康を管理し、多忙化解消を更に進めるこ

と！

＝ 組合 ＝


